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「新経済・財政再生計画『改革工程表』」について

「
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検

○「経済財政運営と改革の基本方針2018」(平成30年６月15日閣議決定)において定められた「新経済・財政再生計画」の
改革事項の進捗管理、点検、評価を行い、翌年度の骨太方針、予算さらにはKPIの見直し等への反映を行う

○ このため、新改革工程表では、以下の点を強化
・行動変容に働きかける取組を加速・拡大する観点から、成果をより定量的に把握できる形にＫＰＩを見直し
・見える化、効果的な情報発信・選択肢の提示等を具体化
・制度改革等が目指す成果、その道筋をロジックモデルで提示

１２月 改
革
の
進
捗
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況
の
評
価
・
点
検

経済・財政
一体改革の
中間評価

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

社会保障改革
を中心とした
進捗状況の
レビュー

団塊の世代が75歳に
入り始める

経済・財政一体改革
の進捗について評価

2025年度の
ＰＢ黒字化に
向けた取組に反映

2022年度
予算編成
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資料１



新改革工程表の構成（「ロジックモデル」と「改革工程」）

１）「ロジックモデル」
政策のアンブレラ（大きな括り）の設定による改革項目の体系化と取組の進捗・成果を定量的に把握

できるＫＰＩの設定により、目指す成果への道筋を示す。

≪ＫＰＩの設定に関する方針≫
（１）定量的なＫＰＩであること

取組の進捗、成果を、取組主体の主観でなく客観的に評価するため、定量的なＫＰＩである必要
※ 骨太方針2018において、「行動変容に働きかける取組を加速・拡大する観点から、成果をより
定量的に把握できる形で改革工程表のＫＰＩを見直す」とされている。

（２）実績値が更新可能なＫＰＩであること
取組の進捗、成果について毎年度、評価・点検を行う。適切な評価・点検に基づきＰＤＣＡサイク
ルを回していくためには、毎年度実績値が更新されるＫＰＩである必要

（３）目標値について
それぞれの階層のＫＰＩは、取組の進捗、成果を測定する指標であるが、当該指標に関して関係す
る計画等で目標値が設定されているものについては、目標年と併せて必ず記載。これ以外の場合に
おいては、可能な限り目標値又は指標の推移として目標とする傾向（増加、減少等）を記載

２）「改革工程」
基盤強化期間における取組の実施主体、時期、手段を示す
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KPI第３階層 ＫPI第２階層 ＫＰＩ第１階層 取 組

【様式：ロジックモデル】 （アンブレラ項目（大項目））

・ ・

アンブレラ項目（大項目）ごとに作成

○ ＫＰＩ第３階層は、セミマ
クロの指標であって、経済、
財政、国民生活の質を軸に設
定

○ ＫＰＩ第２階層は、「取組
内容」の実施による成果を測
定するための定量的指標（ア
ウトカム指標）

○ＫＰＩ第１階層は、 「取組
内容」の実施主体を明らかに
した上で、その取組の進捗状
況を測定するための定量的指
標（アウトプット指標）
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取組事項
実施年度 ＫＰＩ

2019年度 2020年度 2021年度 第１階層 第２階層

（
大
項
目
）

【様式：改革工程】
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○分野ごとの各項目を大くくりにする大項目（アンブレラ項目）を設定

○「新経済・財政再生計画」に挙げられた事項について、取組の実施時期・手段を明記
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